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（施策３）稚内観光周遊モデルコースをつくる 

より多くの観光客に、より多くの観光ポイントに立ち寄ってもらうために、 

自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコース、タクシー利用者向け 

モデルコース、徒歩による稚内散策モデルコース、乗り合いバスツアーなどの 

モデルコースを設定し、情報発信する。 

こうしたモデルコースを設定し、 Web 情報やパンフレット情報にて事前情報と 

して提供することにより、予め稚内での具体的な行動イメージを形成すること 

が可能となるとともに、稚内での滞在時間の長時間化を図ることが可能となる。 

①周遊・散策モデルコースの設定 

1)自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコース 

自家用車、レンタカー、バイク等は自由で広範囲な移動が可能であることか 

ら、基本コース、エリア別詳細コースや半日コース、１日コース、テーマ別コ 

ースなど様々なコース設定が可能である。 

■自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコースの設定の考え方 

コース設定 内 容 

基本コース 稚内の主要観光ポイントを巡るコース 

（例）こうほねの家（利尻富士の眺望）→抜海（冬季のゴマフアザラシ観察） 

→ノシャップ岬→稚内公園→北防波堤ドーム→大沼→宗谷岬→宗谷丘陵 

エリア別詳細コー 

ス 

例えば、西海岸・ノシャップ岬エリアにおいては、利尻富士の眺望をテーマ 

として各眺望ポイントを設定し、 特に眺望の映える時間帯 （夕日の時間帯等） 

などを含め、また、昆布干しなどの地域の産業・生活・文化等に触れ合える 

場を設定するなど、詳細に稚内を堪能してもらうためのコースを各エリア設 

定を含め構築する。 

時間帯別コース 稚内の主要観光地をすべて回るだけでも１日以上は有することから、観光客 

のスケジューリングに合わせた選択が可能なように、半日コース、１日コー 

スなどのコースを設定する。 

テーマ別コース 稚内の観光資源には、自然・景観、歴史・文化、新エネルギー施設など多様 

である。また、観光客のニーズも多様であることから、例えば、自然・景観 

や歴史･文化、新エネルギー体験といったテーマを設定し、それぞれのモデ 

ルコースを設定する。 

（例）自然・景観 

こうほねの家（利尻富士の眺望）→抜海（冬季のゴマフアザラシ観察）→ノ 

シャップ岬→大沼（バードハウス）→メグマ沼→宗谷岬→宗谷丘陵 

（例）歴史・文化 

西海岸（昆布干し）→青少年科学館（南極資料館）→稚内公園→北防波堤ド 

ーム→稚内副港市場→宗谷公園 

（例）新エネルギー体験 

西海岸（天塩町 28基の風車：国道 232 号）→稚内公園（風車、エコ足湯（水 

素エネルギー電力を利用した足湯施設）、燃料電池学習施設（風力エネルギ 

ーと連動した水素製造・燃料電池）→声問太陽光発電設備（国内最大級）→ 

雪氷冷熱貯蔵施設→宗谷丘陵（風力発電設備、風切音体験）
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稚内市における新エネルギーの紹介 

新エネルギーの種 

類 

概 要 

風力発電設備 

稚内市内には 74 基以上（総発電容量：76,000kW 以上）の風力発電設備（風 

車）が設置されている。特に宗谷丘陵に建設された「宗谷ウインドファーム」 

は総数 57 基（総発電容量：57,000kW）の国内最大級の風力発電施設となっ 

ている。 

また、稚内公園には、公園内に設置された風力発電設備から得られる電力を 

利用した足湯施設がある。 

太陽光発電設備 

平成 18 年から，独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の委託 

事業として「大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究」が，市内 

声問地区で行われており、国内最大級の発電規模 5,000kW となっている。 

水素エネルギー 

稚内公園に設置された風力発電設備の電力を利用して、水の電気分解による 

水素精製施設、燃料電池施設及び学習設備が公園内のゲストハウスに設置さ 

れている。 

雪氷冷熱貯蔵施設 

稚内市声問地区では，平成 17 年度から「低温凍結冷媒と雪氷による氷点下 

貯蔵庫」の利用について，民間が中心となり共同研究が進められている。こ 

こでは、水産物や野菜、生ハム等の貯蔵試験が行われている。 

左上：わが国最大級の太陽光発電施設 右上：わが国最大級の風力発電施設群 

左下：風から得られた水素エネルギー 右下：風から得られた水素エネルギー 

を利用したエコ足湯 による燃料電池設備 

稚内市で取組みが進む新エネルギー
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2)タクシー利用者向けモデルコース 

タクシー利用の場合は、タクシー業界の協力のもと時間による料金の設定と 

し、各所要時間で移動可能なモデルコースを設定することになる。さらに、タ 

クシー運転手が、稚内観光マイスターを取得し、稚内の歴史・文化や各観光ポ 

イントの由来、特産物などを進んでガイドできることが観光客により楽しんで 

もらう上で重要である。 

3)徒歩による散策モデルコース 

徒歩による散策モデルコースには大きく２つの考え方がある。 

① 特に移動手段を有していない観光客や車等の交通手段を有している観光 

客でも市内をゆっくり散策してもらうためのモデルコースの設定 

② 自家用車等の交通手段を有している観光客に対して、各観光ポイントで 

の自然探索コース等の散策モデルコースの設定 

具体的には、自然探索のほかに、食べ歩き、歴史探訪、写真ポイント紹介な 

どの散策メニューが考えられる。 

■徒歩による散策モデルコースの設定の考え方 

コース設定 内 容 

市内散策コース 稚内市内をゆっくり徒歩にて散策できるコースを設定する。具体的に 

は、稚内公園の散策や中央地区の散策があげられる。 

稚内公園では、開基百年記念塔、各記念碑、短歌の道の散策コース。中 

央地区では、北防波堤ドーム、フェリー埠頭、稚内駅、（最北の自然と歴 

史歩み館（仮称））、稚内副港市場、歴史的建造物、アーケード街、お寺、 

等の散策のほか、 飲食店食べ歩きなどを組み込んだコース設定が考えられ 

る。 

各観光ポイントでの 

散策コース 

自家用車等での移動の場合、ともすれば通過のみの場合や、展望台等の特 

定施設のみの立ち寄りに留まる場合が少なくない。しかし、例えば、宗谷 

岬においては、宗谷丘陵フットパスが整備されているなど、徒歩による散 

策を行うことによって、より充実した観光を行える箇所が少なくない。こ 

うした各観光ポイントにおける散策コースを設定することが必要である。 

宗谷丘陵フットパスコースとコース案内
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4)乗り合いバスツアー 

乗り合いバスツアーとは、特に移動手段を有していない宿泊客やＪＲ利用客、 

航空機利用客などを対象に、１台のバス（マイクロバス等）にて各宿泊施設等 

を巡回し、一定の所要時間にて稚内の主要観光ポイントをガイド付きで巡ると 

いうものである。代表的な事例としては、知床において実施されている「知床 

オプショナルツアーズ」があげられる。 

知床オプショナルツアーズの概要 

コース設定 内 容 

知床オプショナルツ 

アーズの概要 

知床の自然を自家用車で回るだけではわからない部分をガイドを通じて 

観察、探索、体験することにより、新たな知見を深め、観光客に知床の実 

態を知ってもらうためのツアーが企画、実施されている。 

具体的には、宿泊施設を通じて予め参加希望のツアーを予約し、10人乗 

りのマイクロバスにて各宿泊施設を巡回し、乗り合い方式によってツアー 

が形成されている。 

主なオプショナルツ 

アー 

・ 冬の知床一日ツアー：流氷、オジロワシ観察、スノーシューイング 

・ フレペの滝スノーシューハイキング：西洋かんじきによる半日散策 

・ オジロワシ・オオワシ観察：所要時間１時間半程度 

・ 知床五湖スノーハイキング：歩くスキーによる１日散策 

・ 夜の動物ウオッチング（夏季）：エゾシカやキタキツネなどの夜行性動 

物の観察（２時間程度） 

5)その他モデルコース 

稚内を散策するその他の形態として、自転車がある。貸し自転車等で気軽に 

散策できるモデルコースを設定する。具体的には、自転車や徒歩での散策が楽 

しめる大沼１周散策路の整備を図るほか、稚内駅～フェリー～副港市場等の市 

内動線を勘案したルートの設定とそれらの自転車道の整備を図る。 

特に大沼１周散策路の整備にあたっては、自然環境の保全という観点から、 

動植物等の生態調査を実施し、環境への影響がないよう配慮する。 

②周遊探索モデルコースの情報提供を充実させる 

稚内観光の周遊探索モデルコースを、より多くの観光客に知ってもらうこと 

が必要であることから、各種パンフレットを作成し、インターネット情報等に 

より積極的な情報発信を行う。 

また、特に市内徒歩散策コースについては、稚内まちなかマップや食べ歩き 

マップを作成し、特定の交通機関を有しない観光客やビジネス客、外国人観光 

客にも十分に楽しめるためのメニューを提供することが必要である。
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（施策４）新たな魅力あるイベントをつくる 

①主要イベントの概要 

稚内で開催されているイベントに関する事前情報の充実を図るとともに、個 

人客や外国人観光客が自由に参加できるための仕組みの見直しを図る。 

稚内における主要イベント等の概要（経年的に開催されているイベント等） 

月 イベントの名称 内 容 

１ 初日の出 inてっぺん 元旦に宗谷岬にて開催されるイベント。 花火の打ち上げや、 

かがり火、日本最北端到着証明書や記念品をプレゼント 

２ 南極ハイランド 

宗谷ふれあい公園スノーラ 

ンド 

２月から３月上旬までの長期間にわたり開催されるイベン 

ト。 

氷のすべり台の設置、チュービング・犬ぞり・馬そり・ス 

ノーモービルなどの体験メニュー 

（平成 22年度からは、 稚内港北埠頭及び道立宗谷ふれあい 

公園の 2箇所に分割） 

JAPAN CUP 全国犬ぞり稚 

内大会 

「南極物語」に出演したタロとジロが稚内市に贈られたこ 

とがきっかけで、開催されるようになったイベント。道内 

外からの参加者が集う国内最大級の犬ぞり大会。 

８ 稚内みなと南極まつり 南極観測で活躍したタロ、ジロの生まれ故郷であること、 

犬ぞりの訓練地であったことなど、南極との関わりを由来 

とした夏祭り。北海てっぺん踊り・花火大会・各種イベン 

ト開催等 

稚内観光物産まつり 稚内みなと南極まつりと同日に開催される物産展 

９ 日本海ＶＳオホーツク海グ 

ルメバトル 

日本海とオホーツク海に挟まれた稚内ならではの、カニ・ 

サケ・ホタテ・イカ・タコなどの秋の味覚を満載した、500 

人用大鍋２基による夢のバトルを開催。「炉端焼き」も併設 

され人気はうなぎ上り。 

上記のほか、稚内市開基百年記念塔内北方記念館では、間宮林蔵に関する資料も展示されてい 

る。
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②既存イベントの現状及び今後の対応方向 

稚内で開催されているイベントに関する事前情報の充実を図るとともに、個 

人客や外国人観光客が自由に参加できるための仕組みの見直しを図る。 

＜初日の出 in てっぺん＞ 

＜南極ハイランド＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 

観客数（人） 1,400 1,000 900 900 1,100 

＜現在の実施内容・状況＞ 

＜今後の方向性＞ 

初日の出インてっぺん 

・日本最北端宗谷岬の「初日の出」を楽しみに、毎年、多くの観光客が訪れており、稚内で１月最大のイベントとして定着している。 

・観光客の評価も高く、寒さに満足、日本最北端に立つことも満足で、イベント企画内容も好評。 

・積極的なＰＲ、広報活動と情報提供を図る。 

・Ｈ22　日本最北端で初日の出を見るツアー企画　８本 

・かがり火・花火・最北端到達証明書・干支キーホルダープレゼント 

・花火のあとの待ち時間に、温かい飲み物のサービスなどの企画も必要。 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

観客数（人） 26,822 27,567 22,190 16,106 16,297 

南極ハイランド 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・Ｈ20まで稚内空港公園にて開催 

・Ｈ21～宗谷ふれあい公園（観光客）、稚内港北埠頭（市民）の２場所に機能分け。 

・稚内空港公園では交通アクセスの不便さがあり、ほとんどが団体バスによる団体旅行客の観光メニューであったが、今後は、個人旅 
行客も気軽に行ける状況をつくる。 

・宗谷ふれあい公園の屋内施設を利用しながら冬の体験観光を満喫できるため、機能性と快適性が向上し、天候悪化の時もくつろぎの 
時間をつくる事ができる。 

・街中での雪公園の開設は、市民の利便性の向上とともに子供たちに活動の場を与え、今後は、北防波堤ドームを使った市民イベント 
との連携で、観光客の憩いの場を創出する。
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＜JAPAN CUP 全国犬ぞり稚内大会＞ 

＜抜海漁港ゴマフアザラシ観測＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 
観客数（人） 16,400 15,700 15,000 10,000 9,000 

ＪＡＰＡＭ　ＣＵＰ　全国犬ぞり稚内大会 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・南極観測犬タロ・ジロの生誕地であり、第１回南極観測犬訓練基地でもある稚内にとって、全国に名を馳せ毎年開催している全国規 
模の大会である。 

・「わが家の犬自慢コンテスト」など市民参加も盛込んだ全市的イベント 

・稚内空港公園は平坦性に富んでいながら、なだらかな曲線形状もあり、コース設定が好評であることから今後もバラエティに富んだ 
設定を図る。 

・犬ぞりレースはめずらしく市民の関心も高いため、子供連れの観客がレースを楽しんでいる。観光客と市民一体型の冬季イベントと 
して位置づける。 

・全国各地からマッシャーが集結する愛犬者注目の大会である 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

利用客（人） 4,996 7,313 9,803 12,292 9,499 

抜海漁港ゴマフアザラシ観測 

・現地におけるアザラシの漁業被害は深刻なものであり関係者とその対策を協議している。 

・稚内で常時、唯一、野生の動物の姿を目の当たりに見ることのできる、自然観光体験の場である。 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・アザラシの頭数が増え、現在、最大700頭に上る。 

・観察ポイントまでの交通アクセス（バス）に対するニーズがある（旭川市民等）ことから、地域関係者との協議により対応方向を検討する。 

・現地住民と協働を図り、当該地域に対してプラスの観光資源となるよう、観光との共生を図る。
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＜大沼野鳥観察＞ 

＜稚内みなと南極まつり＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

利用客（人） 88,244 67,476 68,551 47,921 49,675 

＜現在の実施内容・状況＞ 

大沼野鳥観察 

＜今後の方向性＞ 

・平成18年度より指定管理者で運営している 

・近年、環境や生態系の変化が問われるなか、餌付けでの飛来の可否も問われている。 

・現在、指定管理者交代を機会に餌の量の調整を図りながら白鳥の飛来状況の観察を行っているが、さらに水草の生育状況等の調査研 
究を含めた対応を検討していく。 

・大沼の白鳥は稚内観光資源の一つに位置づけられている 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

観客数（人） 53,272 53,949 54,044 47,226 43,083 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・昔の「南極踊り」の復活を望む声も多い 

・数多い検討を重ねながら平成７年に、現在の「北海てっぺん踊り」に移行したが、市民参加数がなかなか伸びない状況である。 

稚内みなと南極まつり 

・｢祭り」は本来、自らが参加し楽しむものであり、市民参加の手法を検討することと、工夫をもって「祭り」本来の意義を創出しな 
ければならない。 

・また、「祭り」は故郷を想うものであり、昔懐かしい「南極踊り」復活の声も大事であるため、その手法を模索し、市民が一体と 
なった踊りの場を創出する。 

・「南極踊り」から「北海てっぺん踊り」に移行し、明るく楽しい踊りの場となっている。
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事　業　名 

事業年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 

観客数（人） 3,808 6,440 13,680 

・開催内容、食の内容とも大好評であり、今後も有力な魅力あるイベントとして国内外に積極的なＰＲを行うとともに、内容のさらなる向 

上を図る。 

＜今後の方向性＞ 

稚内観光協会青年部主催の当イベントは、参加者が年々増加している。 

最北の魅力を「食」で魅せるこのイベントは、市民・観光客一体型の秋最大のイベントである。 

日本海ＶＳオホーツク海グルメバトル事業 

＜現在の実施内容・状況＞ 

＜日本海ＶＳオホーツク海グルメバトル事業＞
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③新たなイベントの創出 

1)宗谷丘陵雪上車ツアー 

宗谷丘陵は約１万年前に終った最後の氷河期で形成された独特の地形を有し 

ており、2004 年に北海道遺産に選定されている。夏季には、車や徒歩（宗谷丘 

陵フットパス）によりその雄大な眺望を堪能することができるが、冬季はその 

地形資源を活用してはいない。 

このため、北米、カナダ等で実施されている雪上車による探索ツアーを実施 

することが、稚内において冬季の観光振興において有効と考えられる。 

周氷河地形の宗谷丘陵 

出展：阪急交通社ホームページより引用 

宗谷丘陵における雪上車ツアーのイメージ 

2)大沼スノーアタック 

大沼は白鳥が飛来することで、稚内観光の重要な立ち寄りポイントのひとつ 

である。白鳥が飛来する時期は、10 月～11 月及び 3 月～5 月である。厳寒期の
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大沼は沼一面が凍結し、あたかも広大な氷の平原が広がる景観を呈する。 

大沼の大自然とのふれあいと冬季観光客の楽しみのアイテムとして、大沼氷 

上に１周約３㎞の氷上自動車トライアルコースを設置し、冬季の新たな魅力あ 

るイベントのひとつに加える。 

特に、こうした厳寒、氷雪に触れるという体験は海外からの観光客にとって 

も大きな魅力となっている。 

氷上自動車体験イメージ 

3)冬季ロングランイベントの企画 

稚内を訪れる観光客の多くは、稚内の最北の自然、景観を目的として訪れて 

いる。しかし、稚内の観光入込客数は、6 月～9 月が主で特に冬季は激減してい 

る。

このため、稚内観光の通年化を図ることを目的として、特に冬季を中心とし 

たロングランイベントを企画することが必要である。 

このような観点で平成 21 年度には、全国からイベントを公募しており、この 

全国公募した企画の実現を図る。 

４）サハリン館復活事業 

平成 12 年度～16 年度にかけて、「日ロ友好最先端都市」である稚内市からサ 

ハリンの文化・生活を発信するとともに、 国境のまちを肌で感じてもらおうと、 

稚内冬季観光振興実行委員会が主催となり企画、実行したが、冬季における魅 

力創出の場として、過去のイベントのなかでも最大の効果を奏している。 

このため、観光客にサハリン文化との交流の場を提供するという観点からも、 

あらためて稚内の地に、その事業を復活させることが有効である。 

内容は、ロシア舞踊・アンサンブルの公演・ロシア料理・飲み物販売・民芸 

品販売・宗谷物産の炭火焼等を提供する。
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過去の実績・事業効果 

年 度 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 

利用客（人） 12,421 15,861 13,880 8,401 7,425 

（効果）ロシア民族衣装をまとい奏でる演奏は、ロシア文化に触れ、異国情緒に浸るとともに「国 

境のまち」稚内の立地特性や環境を肌で感じ、理解できる事業として、観光客にも市民 

にも好評だった。 

５）（稚内自然、景観フォトラリー）（稚内歴史、文化発見フォトラリー） 

観光客が感動した稚内の自然や景観を題材とした写真展の開催、表彰制度を 

設けることにより、稚内を訪れる観光客の楽しみのメニューが増加するととも 

に、新たな観光資源の発掘への展開が期待される（稚内自然、景観フォトラリ 

ー）。 

また、自然、景観だけでなく、市民では気がつかない生活習慣や建物構造な 

どを観光客に発見してもらうという観点から、稚内の歴史、生活、文化を題材 

とした写真コンテスト等の開催も魅力あるイベントとして考えられる（稚内歴 

史、文化発見フォトラリー）。 

６）その他：最北端究極フルフルマラソン 

稚内の観光ポイントを中継地点として、「山アリ谷アリ」の稚内に地形に苦し 

みながら、利尻富士の見える壮大な海の風を感じ、オール稚内の自然体験型の 

究極の最北端マラソンを開催し、稚内の自然を満喫してもらい、最北の空気を 

味わい、稚内の地を自らの体をもって体感してもらう。 

コース）Ａ：宗谷岬「最北端の地の碑」（スタート）～宗谷丘陵～清浜～大沼 

Ｂ：Ａ⇒ミルクロード～勇知～こおほねの家 

Ｃ：Ｂ⇒抜海～坂の下～ノシャップ岬（フィニッシュ）
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